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市長の手控え帖

　
近
代
看
護
の
母
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
優
秀

な
統
計
学
者
で
も
あ
っ
た
。
１
８
５
４
年
、
ロ

シ
ア
と
ト
ル
コ
が
争
っ
た
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
英

国
が
参
戦
。
彼
女
は
従
軍
看
護
婦
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た
の
は
、

戦
闘
に
よ
る
死
者
よ
り
も
、
劣
悪
な
衛
生
環
境

で
亡
く
な
る
兵
士
の
方
が
多
い
実
態
だ
っ
た
。

　

彼
女
は
、
統
計
学
を
駆
使
し
死
因
を
分
析
。

数
字
に
弱
い
人
で
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、

円
グ
ラ
フ
に
し
、
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
し

た
。
こ
の
報
告
書
が
契
機
と
な
り
、
野
戦
病
院

の
衛
生
状
態
が
格
段
に
改
善
さ
れ
、
死
亡
率
は

劇
的
に
低
下
し
た
。「
天
使
と
は
美
し
い
花
を
振

り
ま
く
者
で
な
く
、
苦
悩
す
る
者
の
た
め
に
戦

う
者
で
あ
る
」。
白
衣
の
天
使
は
、
統
計
の
母

と
し
て
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

　
と
き
に
統
計
は
ね
じ
曲
げ
ら
れ
る
。
数
字
を

見
れ
ば
、
勝
つ
公
算
の
な
い
戦
争
に
入
っ
た
り
、

戦
果
を
異
常
に
膨
ら
ま
せ
た
り
…
。
吉
田
茂
は

「
戦
時
中
か
ら
、
と
か
く
政
府
は
故
意
に
無
意

識
に
、
好
都
合
の
数
字
の
み
を
発
表
し
て
い
た
」

と
回
想
す
る
。
敗
戦
後
、
日
本
は
食
糧
難
に
苦

し
む
。
吉
田
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
、
４
５
０
万
ト
ン
の

食
糧
を
要
請
。
実
際
の
支
給
は
70
万
ト
ン
。
こ

れ
で
も
餓
死
者
は
出
な
か
っ
た
。

　
〝
４
５
０
万
ト
ン
と
は
、
ど
ん
な
統
計
か
ら

き
た
ん
だ
〟
と
気
色
ば
む
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
。
吉

田
は
涼
し
げ
に
〝
日
本
の
統
計
が
正
確
だ
っ
た

ら
、
あ
ん
な
無
謀
な
戦
争
は
し
ま
せ
ん
よ
。
し

た
と
し
て
も
、
勝
っ
て
い
た
は
ず
で
す
〟
と
。

　
賃
金
や
労
働
時
間
の
変
動
を
示
し
、
景
気
動

向
の
判
断
指
標
と
な
る
毎
月
勤
労
統
計
で
、
長

年
不
正
な
方
法
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
意
図
的
か
手
抜
き
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
由
々
し
き
こ
と
だ
。

　
統
計
は
社
会
・
経
済
を
映
す
鏡
で
あ
り
、
政

策
立
案
の
基
礎
と
な
る
極
め
て
重
要
な
資
料
。

戦
前
の
反
省
か
ら
「
統
計
推
進
国
」
ま
で
高
ま

っ
た
信
用
を
崩
す
恐
れ
も
あ
る
。
統
計
は
過
去

を
検
証
し
、
今
の
姿
を
見
つ
め
、
未
来
を
切
り

拓
く
た
め
の
国
民
共
有
の
財
産
。「
公
共
財
」
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　
明
治
初
期
。
近
代
国
家
へ
邁
進
す
る
日
本
で
、

統
計
の
重
要
性
を
力
説
し
た
の
は
大
隈
重
信
だ

っ
た
。
統
計
へ
の
理
解
が
、
い
ま
だ
十
分
で
な

い
時
代
に
、「
羅
針
盤
を
持
た
ず
に
航
海
は
で
き

な
い
」
と
権
限
と
実
行
力
を
備
え
た
統
計
院
を

創
設
し
、
自
ら
院
長
に
な
る
。
今
な
ら
国
務
大

臣
兼
統
計
院
長
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

　
大
隈
は
日
本
の
現
状
を
正
確
な
数
値
で
表
す

統
計
も
、
議
会
・
法
律
・
教
育
制
度
の
導
入
と

同
様
、
近
代
国
家
の
証
明
で
あ
る
こ
と
を
誰
よ

り
も
心
得
て
い
た
。「
大
風
呂
敷
」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ

た
が
、
首
相
や
大お

お

蔵く
ら

卿き
ょ
う

も
務
め
、
財
政
や
統
計

に
通
じ
た
一
流
の
政
治
家
だ
っ
た
。

　
戦
後
す
ぐ
〝
統
計
の
整
備
は
日
本
再
建
の
基

礎
事
業
中
の
基
礎
〟
と
説
く
、
経
済
学
者
大お

お

内う
ち

兵ひ
ょ
う

衛え

を
委
員
長
に
迎
え
、
強
い
権
限
を
持
つ
統

計
委
員
会
を
設
立
。
翌
年
「
統
計
の
真
実
性
確

保
」
を
う
た
っ
た
統
計
法
が
制
定
さ
れ
た
。
以

後
、
日
本
の
統
計
レ
ベ
ル
は
高
く
な
り
、
世
界

の
模
範
と
さ
れ
た
。

　
し
か
し
最
近
、
統
計
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
統
計
に
限
ら
ず
、
教
育
や
企

業
で
も
、
い
つ
芽
が
出
る
か
分
か
ら
な
い
研
究

開
発
や
社
員
教
育
の
経
費
を
削
り
、
即
戦
力
を

求
め
る
。
し
か
し
、
時
代
を
超
え
て
必
要
と
さ

れ
る
基
礎
や
原
則
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
、
本
物

は
生
ま
れ
な
い
。「
す
ぐ
役
に
立
つ
人
間
は
、
す

ぐ
役
に
立
た
な
く
な
る
」。
慶
応
大
初
代
工
学

部
長
、
谷た

に

村む
ら

豊と
よ

太た

郎ろ
う

の
言
葉
は
重
い
。

　
行
政
改
革
の
名
の
下
、
統
計
職
員
は
減
る
ば

か
り
。
ベ
テ
ラ
ン
職
員
か
ら
の
専
門
知
識
の
継

承
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
大
学
に
も
専
門

の
学
科
は
な
い
。
統
計
重
視
の
体
制
を
と
る
欧

米
に
比
し
て
お
寒
い
状
況
だ
。
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

な
ど
、
デ
ー
タ
活
用
が
社
会
経
済
を
左
右
す
る

時
代
に
な
っ
た
。
よ
り
一
層
正
確
さ
を
期
し
、

根
拠
に
基
づ
く
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
敵
を
知
り
己
を
知
れ
ば
百
戦
危
う
か
ら

ず
」。
孫
子
の
兵
法
の
一
節
。
相
手
の
実
情
を

知
る
一
方
で
、
自
分
の
力
を
冷
静
に
分
析
し
、

策
を
練
る
。
軍
学
書
で
あ
る
が
、
国
や
自
治
体
、

企
業
経
営
に
も
あ
て
は
ま
る
。
統
計
へ
の
不
信

は
、
日
本
の
将
来
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

「
統
計
の
意
味
す
る
も
の
」




